
は

じ

め

「
戦
後
五

O
年
」
に
あ
た
る
一
九
九
五
年
は
、
同
時
に
治
安
維
持
法
に
と
っ
て
も
「
公
布
施
行
七

O
年
」
「
廃
止
五

O
年
」
の
節
目
の
年

と
な
っ
た
。
「
廃
止
五

O
年
」
は
、
大
日
本
帝
国
の
崩
壊
と
と
も
に
そ
の
抑
圧
体
制
が
「
解
体
」
さ
れ
た
の
だ
か
ら
「
戦
後
五

O
年
」
と
必
然

的
に
重
な
る
。
一
九
二
五
年
の
公
布
施
行
か
ら
四
五
年
の
廃
止
ま
で
、
治
安
維
持
法
は
二

O
年
の
運
用
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
ほ
ぼ
「
昭

和
」
の
前
半
と
重
な
る
二

O
年
は
大
日
本
帝
国
の
膨
張
と
自
己
崩
壊
の
期
間
、
換
一
一
一
目
す
れ
ば
「
一
五
年
戦
争
」
と
そ
の
準
備
期
間
に
は
か
な
ら

な
し
。治

安
維
持
法
の
本
質
は
、
そ
の
成
立
と
廃
止
の
過
程
に
象
徴
的
に
一
部
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
朝
憲
索
乱
の
禁
圧
か
ら
「
国
体
」

変
革
の
防
過
に
収
赦
す
る
こ
と
で
成
立
に
漕
ぎ
着
け
る
と
、
そ
の
「
国
体
」
変
革
の
領
域
は
際
限
な
く
膨
張
し
、
前
半
の
一

O
年
で
本
来
の
取
締

対
象
た
る
「
国
体
」
変
革
を
め
ざ
す
日
本
共
産
党
と
そ
の
外
郭
運
動
を
組
織
的
に
は
解
体
さ
せ
る
と
同
時
に
、
後
半
の
一

0
年
間
に
は
「
国
体
」

へ
の
異
議
者
、
さ
ら
に
は
あ
ら
ゆ
る
「
国
体
」
の
非
忠
誠
者
の
一
掃
に
遇
進
し
た
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
戦
争
遂
行
体
制
へ
の
批
判
や
障
害
と
み

な
さ
れ
た
も
の
を
、
思
想
・
信
仰
の
次
元
ま
で
封
殺
し
、
「
間
体
」
へ
の
忠
誠
を
強
制
的
に
導
き
出
す
威
嚇
の
規
範
と
も
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
際
し
「
国
体
護
持
」
に
固
執
し
た
日
本
政
府
は
、
八
・
一
五
以
後
も
「
国
体
護
持
」
の
た
め
に
治
安
維
持
法
の
存
続
を
図
っ

た
。
「
国
体
」
変
革
防
遁
H

「
国
体
護
持
」
に
こ
そ
、
治
安
維
持
法
の
究
撞
の
法
益
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一九一一一

0
年
代
後
半
以
降
の
共
産
党
以
外
へ
の
、
「
国
体
」
に
ま
つ
ら
わ
ざ
る
も
の
日
異
議
者
・
非
忠
誠
者
に
対
す
る
適
用
の
拡
大
は
よ
く
知

ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
と
く
に
植
民
地
の
朝
鮮
に
お
い
て
日
本
国
内
以
上
の
猛
威
が
振
る
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
「
満
洲
国
」
で
疑
似
治
安
維
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持
法
的
な
治
安
法
令
を
根
拠
に
「
反
満
抗
日
運
動
」
が
弾
圧
さ
れ
た
こ
と
は
、
治
安
維
持
法
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
論
点
と
な
る
。

え
ば
、
大
日
本
帝
国
の
す
べ
て
の
空
間
で
、
「
国
体
」
変
革
訪
還
が
貫
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

き
て
、
本
資
料
集
お
よ
び
本
解
説
で
は
、
治
安
維
持
法
の
成
立
・
「
改
正
」
の
経
緯
を
中
心
に
、
前
史
・
後
史
に
視
点
を
広
げ
つ
つ
、
ま
た
植

民
地
で
の
運
用
や
「
満
洲
国
」
の
治
安
法
制
を
含
め
、
戦
前
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
自
由
・
平
等
・
平
和
を
希
求
す
る
運
動
と
思
想
を
抑
任
し
、
人

権
を
段
踊
し
た
こ
の
稀
代
の
悪
法
の
全
体
像
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
悪
法
の
悪
法
た
る
由
縁
は
、
や
は
り
そ
の
実
態
に
即
し
て
明
ら

か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
集
め
た
も
の
の
大
半
は
、
治
安
維
持
法
(
な
い
し
「
改
正
」
)
の
立
案
や
運
用
に
あ
た
っ
た
抑
圧
取
締
側

の
当
事
者
の
作
成
し
た
文
書
類
だ
が
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
彼
ら
の
取
締
の
論
理
と
「
国
体
護
持
」
の
意
味
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
悪

法
に
よ
っ
て
必
死
に
守
ら
れ
よ
う
と
し
た
大
日
本
帝
国
の
根
幹
部
が
見
透
か
さ
れ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

* 

で
い
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こ
う
し
た
観
点
に
も
と
づ
き
、
本
資
料
集
・
解
説
で
は
全
体
を
つ
ぎ
の
よ
う
な
八
編
か
ら
構
成
し
て
い
る
。
関
係
資
料
の
残
存
や
蒐
集
可
能
な

状
況
な
ど
の
制
約
の
た
め
、
こ
こ
で
は
治
安
維
持
法
の
立
法
・
「
改
正
」
過
程
に
焦
点
を
あ
て
た
嬬
構
成
を
採
っ
て
い
る

録
範
囲
)
。

過
激
社
会
運
動
取
締
法
案
と
そ
の
前
・
後
史

治
安
維
持
法
の
成
立

治
安
維
持
法
の
改
悪

第
二
次
治
安
維
持
法
の
「
改
正
」
案

思
想
犯
保
護
観
察
法

新
治
安
維
持
法

治
安
維
持
法
廃
止
と
そ
の
後
史

「
満
洲
国
」
の
治
安
法
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二
二
年
i
四
五
年
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はじめに

こ
の
構
成
に
即
し
て
、
治
安
維
持
法
二

O
年
と
そ
の
前
・
後
史
を
粗
描
し
て
お
こ
う
。

一
九
一
七
年
の
む
シ
ア
革
命
の
成
功
と
一
八
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
に
よ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
の
興
隆
、
さ
ら
に
国
内
の
米
騒
動
勃
発

や
社
会
運
動
再
興
の
気
運
は
、
支
配
膚
に
深
刻
な
危
機
感
を
抱
か
せ
、
と
く
に
内
務
・
司
法
両
省
に
「
過
激
思
想
」
流
入
に
対
す
る
新
た
な
治
安

立
法
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
た
。
そ
の
具
体
化
が
一
九
二
二
年
の
過
激
社
会
運
動
取
締
法
案
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
議
会
内
外
の
強
い
反
発
で
廃
案

と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
内
務
・
司
法
両
省
は
治
安
立
法
の
起
草
を
続
け
、
二
一
一
一
年
九
月
の
関
東
大
震
災
の
混
乱
を
利
用
し
て
「
治
安
維
持
令
」
を

緊
急
勅
令
と
し
て
公
布
施
行
し
た
も
の
の
、
共
産
主
義
運
動
の
勃
興
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
ー
で
は
、
過
激
社
会
運
動
取
締
法
案
の
ル
!
ツ
を

一
九
一

O
年
の
「
大
逆
」
事
件
前
後
の
取
締
当
局
の
動
静
や
欧
米
諸
国
の
治
安
法
制
の
研
究
に
求
め
る
ほ
か
、
過
激
法
案
廃
案
後
の
新
治
安
立
法

の
起
草
継
続
に
注
目
す
る
。

そ
の
立
案
過
程
で
、
法
の
ね
ら
い
が
従
来
の
「
過
激
思
想
」
貰
伝
や
流
布
の
取
締
か
ら
「
国
体
」
変
革
お
よ
び
「
私
有
財
産
制
度
」
否
認
を
目

的
と
し
た
結
社
の
処
罰
に
転
換
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
治
安
維
持
法
は
第
五

O
議
会
で
成
立
し
、
一
九
二
五
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た
。
統
治
体
制

再
編
の
要
と
し
て
普
通
選
挙
法
と
日
ソ
基
本
条
約
の
締
結
を
実
現
さ
せ
る
一
方
で
、
統
治
体
制
の
根
幹
で
あ
る
「
国
体
」
と
「
私
有
財
産
制
度
」

の
破
壊
を
志
向
す
る
革
命
運
動
は
禁
圧
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
為
政
者
層
の
共
通
認
識
と
な
っ
た
が
ゆ
え
の
成
立
で
あ
っ
た
。
立
で

は
、
法
益
の
転
換
と
「
国
体
」
「
私
有
財
産
制
度
」
の
概
念
の
登
場
過
程
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
初
発
に
お
け
る
治
安
維
持
法
の
国
内
と
朝
鮮

に
お
け
る
適
用
の
相
違
が
明
ら
か
に
な
る
。

一
九
二
八
年
の
三
・
一
五
事
件
は
、
国
内
の
治
安
維
持
法
の
本
格
的
適
用
と
な
っ
た
。
予
想
外
に
共
産
党
の
勢
力
の
広
く
深
い
伸
張
に
驚
博
し

た
政
府
は
、
一
連
の
治
安
体
制
の
強
化
策
を
実
現
さ
せ
る
。
議
会
に
よ
る
治
安
維
持
法
の
「
改
正
」
に
失
敗
す
る
と
、
す
ぐ
に
緊
急
勅
令
に
よ
っ

て
「
国
体
」
変
革
行
為
の
処
罰
最
高
刑
を
死
刑
に
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
「
目
的
遂
行
罪
」
を
導
入
す
る
と
い
う
「
改
正
」
を
強
行
す

る
。
抑
圧
取
締
の
執
行
機
関
た
る
特
高
警
察
の
整
備
拡
充
や
思
想
検
事
の
拡
充
な
ど
を
合
わ
せ
、
こ
こ
に
治
安
維
持
法
体
制
の
確
立
を
み
た
と
い

え
る
。
こ
の
「
改
正
」
を
急
ぐ
理
由
の
一
つ
に
、
日
本
の
山
東
出
兵
に
対
す
る
共
産
党
の
反
軍
反
戦
闘
争
へ
の
警
戒
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
九

三
一
年
の
「
満
洲
事
変
」
以
後
の
あ
ら
ゆ
る
戦
争
反
対
・
批
判
の
一
一
一
一
口
動
を
圧
殺
す
る
治
安
維
持
法
の
威
力
を
予
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三

二
年
か
ら
一
一
一
四
年
に
か
け
て
治
安
維
持
法
の
発
動
は
ピ

i
ク
に
達
し
、
共
産
主
義
運
動
は
組
織
的
に
は
ほ
ぼ
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た
。
田
で
は
、
治
安
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維
持
法
の
「
改
悪
」
の
経
過
を
追
う
と
と
も
に
、
一
九
一
二

0
年
代
前
半
の
運
用
の
状
況
を
検
証
す
る
。

治
安
維
持
法
は
「
国
体
」
変
革
概
念
に
つ
い
で
「
自
的
遂
行
罪
」
の
規
定
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
増
殖
の
衝
動
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
う
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ひ
と
た
び
自
己
増
殖
の
勢
い
が
つ
く
と
、
法
解
釈
の
拡
張
の
窮
屈
さ
を
解
消
す
る
と
同
時
に
新
た
な
取
締
領
域
と
刑
事

手
続
の
簡
略
化
な
ど
を
求
め
た
「
改
正
」
が
試
み
ら
れ
る
。
一
九
三
四
年
と
三
五
年
の
二
度
の
「
改
正
」
案
は
、
近
代
法
の
罪
刑
法
定
主
義
の
原

則
を
逸
脱
し
、
名
実
と
も
に
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
法
」
た
る
体
裁
と
内
容
を
備
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
こ
の
時
点
で
は
廃
案
と
な
る
が
、
一

九
三

0
年
代
後
半
の
治
安
維
持
法
の
運
用
は
二
度
の
「
改
正
」
案
を
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
実
質
的
に
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
法
」
た
る
内
容
の
も
の
に
変
質

し
て
い
た
。

W
に
お
い
て
は
、
治
安
維
持
法
の
増
殖
の
実
態
と
そ
れ
を
追
随
・
追
認
す
る
「
改
正
」
の
論
理
、
さ
ら
に
そ
れ
を
パ
ネ
と
し
た
一
一
一

0

年
代
後
半
の
運
用
状
況
を
概
観
す
る
。

共
産
主
義
運
動
の
逼
塞
化
に
目
途
が
つ
き
は
じ
め
た
一
九
三
三
年
頃
か
ら
、
「
転
向
」
政
策
の
積
極
的
推
進
と
相
ま
っ
て
、
思
想
犯
に
対
す
る

「
保
護
」
と
「
観
察
」
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
た
。
す
ぐ
に
そ
れ
は
三
四
年
と
三
五
年
の
治
安
維
持
法
「
改
正
い
案
に
盛
り
込
ま
れ
、
二
一
六
年
に

は
単
独
で
思
想
犯
保
護
観
察
法
と
し
て
成
立
し
た
。
こ
れ
は
特
高
警
察
の
監
視
と
は
異
な
り
、
思
想
司
法
の
新
た
な
領
域
の
拡
大
で
あ
り
、
治
安

維
持
法
体
制
を
直
接
的
に
補
完
補
強
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
母
法
た
る
治
安
維
持
法
が
の
っ
ペ
ら
ぼ
う
で
な
か
っ
た
よ
う
に
、
思
想
犯
保
護
観
察

法
も
九
年
ほ
ど
の
施
行
期
間
の
う
ち
に
、
大
き
く
そ
の
役
割
を
「
保
護
」
か
ら
「
観
察
」
に
重
点
を
移
し
た
。

V
で
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
注
意

を
引
い
て
こ
な
か
っ
た
こ
の
法
律
の
意
図
と
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
治
安
維
持
法
体
制
の
一
翼
に
位
置
づ
け
る
。

一
九
四
一
年
の
二
度
目
の
治
安
維
持
法
「
改
正
」
は
、
一
一
一

0
年
代
後
半
に
一
段
と
増
進
し
た
拡
張
解
釈
を
追
認
す
る
と
と
も
に
、
刑
事
手
続
き

の
特
例
と
「
予
防
拘
禁
」
制
を
一
挙
に
実
現
さ
せ
、
新
治
安
維
持
法
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
自
体
が
名
実
と
も
に
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ

法
」
と
な
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
時
に
成
立
し
た
国
防
保
安
法
と
と
も
に
、
法
体
系
全
般
の
戦
時
特
例
化
を
招
来
し
た
。
刊
で
は
、
こ
の
「
改

正
」
の
立
案
の
経
緯
と
運
用
の
実
際
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
先
行
す
る
朝
鮮
の
「
予
防
拘
禁
」
制
に
も
往
目
す
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
治
安
維
持
法
の
本
質
は
そ
の
「
廃
止
」
過
程
に
露
呈
す
る
。
八
・
一
五
以
後
も
「
国
体
護
持
」
に
執
心
す
る
ゆ
え

に
、
治
安
維
持
法
は
、
特
高
警
察
と
と
も
に

G
H
Q
か
ら
「
廃
止
」
が
指
令
さ
れ
る
ま
で
、
当
然
の
よ
う
に
存
続
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
指
令
の

遂
行
過
程
で
特
高
警
察
の
温
存
が
図
ら
れ
た
よ
う
に
、
社
会
運
動
を
監
視
抑
圧
す
る
態
勢
は
治
安
維
持
法
「
廃
止
」
の
直
後
か
ら
再
構
築
が
開
始
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}治安維持法「改正」案

思想犯保護観察法

新治安維持法
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1941 

治安維持法廃止

破壊活動防止法

1945 

1952 

はじめに

鴨

さ
れ
る
。

こ
の
間
の
状
況
で
あ
る
。

刊
が
対
象
と
す
る
の
は
、

本
資
料
集
で
は
、
治
安
維
持
法
を
民
本
国
内
の
抑
圧
取
締
の
次
元
に
と
ど
ま
ら

ず
、
「
(
大
)
東
亜
治
安
体
制
」
の
要
と
し
て
把
擢
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
そ
の
輪

郭
さ
え
十
分
に
し
め
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
ま
ず
は
こ
う
し
た
問
題

の
所
在
の
提
示
こ
そ
必
要
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
朝
鮮
に
お
け
る
治
安
維
持

法
・
思
想
犯
保
護
観
察
法
の
適
用
は
、
共
産
主
義
運
動
・
民
族
独
立
運
動
の
お
そ

ら
く
二
万
三

0
0
0
人
以
上
に
お
よ
ぶ
検
挙
者
、
死
刑
適
用
を
含
む
日
本
国
内
以

上
の
苛
酷
な
運
用
、
「
政
治
ニ
関
ス
ル
犯
罪
処
罰
ノ
件
」
(
制
令
第
七
号
)
や
朝
鮮

思
想
犯
予
防
拘
禁
令
と
い
う
先
行
の
治
安
法
令
な
ど
、
そ
れ
自
体
と
し
て
独
立
し

た
編
が
必
要
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
関
係
資
料
を
ー
か
ら
引
ま
で
に
配
置
し
た
。

閣
と
し
て
つ
満
洲
国
」
の
治
安
法
」
を
独
立
さ
せ
た
の
は
、
暫
行
懲
治
叛
徒

法
と
「
満
洲
国
」
治
安
維
持
法
に
よ
る
治
安
体
制
を
、
一
応
日
本
の
そ
れ
と
区
別

す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
治
安
体
制
自
体
が
日
本
の
そ
れ
の
疑
似
的
な

も
の
で
あ
り
、
そ
の
立
案
・
運
用
者
が
旺
本
の
箪
・
警
察
・
司
法
の
治
安
当
局
者

で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
一
九
三
七
年
ま
で
は
日
本
の
治
安
法
令
が
「
満
洲
国
」

内
で
適
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
「
(
大
)
東
亜
治
安
体
制
」
の
重
要
な
一
角

を
な
す
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
。

こ
れ
ら
の
八
編
の
収
録
範
閉
を
時
系
列
的
に
図
示
す
る
と
、
上
国
の
よ
う
に
な

る

ー
の
前
史
と
刊
の
後
史
を
除
き
、
立
か
ら
百
ま
で
は
、

年
、
三
四
・
三
五
年
、
四
一
年
と
い
う
治
安
維
持
法
の
法
史
的
画
期
を
ふ
ま
え
て

一
九
二
五
年
、
二
八
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時
期
区
分
し
て
あ
る
。
な
お
、
一
九
三
六
年
の
公
布
施
行
か
ら
四
五
年
一

O
月
の
魔
止
ま
で
の

V
の
思
想
犯
保
護
観
察
法
は
、
町
、
引
お
よ
び
刊

の
治
安
維
持
法
の
運
用
期
間
と
重
な
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
法
(
「
改
正
」
)
の
立
案
過
程
か
ら
検
証
す
る
た
め
、
先
の
画
期
以
前
か
ら
資
料
を

収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
閣
は
「
満
洲
国
」
の
建
国
か
ら
崩
壊
ま
で
を
範
囲
と
す
る
。

治
安
維
持
法
を
基
軸
に
し
て
社
会
運
動
の
抑
圧
取
締
と
国
民
生
活
の
監
視
統
制
に
あ
た
る
の
は
、
主
要
に
は
特
高
警
察
と
思
想
司
法
(
検
察
・

公
判
・
行
刑
・
保
護
の
全
般
を
総
称
す
る
も
の
と
し
て
用
い
る
)
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
治
安
維
持
法
運
用
の
文
字
通
り
第
一
番
目
の
、
か
つ
最

大
の
担
い
手
で
あ
っ
た
(
し
か
も
検
挙
・
取
調
と
い
う
司
法
警
察
の
役
割
以
上
に
行
政
警
察
的
機
龍
と
し
て
治
安
維
持
法
を
駆
使
し
て
い
た
)
特

高
警
察
に
比
べ
、
思
想
犯
罪
の
「
処
理
」
に
深
く
関
わ
っ
た
思
想
司
法
、
な
か
で
も
思
想
検
事
に
つ
い
て
は
、
従
来
十
分
に
は
注
意
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
治
安
体
制
の
主
要
な
主
体
と
し
て
、
両
者
は
協
力
と
競
合
・
対
立
の
関
係
に
あ
り
、
思
想
検
事
が
次
第
に
思
想
犯
罪
「
処
理
」
の
主
導

権
を
獲
得
し
て
い
く
と
い
う
実
態
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

こ
う
し
た
抑
圧
取
締
や
監
視
統
制
の
遂
行
過
程
で
、
内
務
省
(
警
保
局
)
や
司
法
省
(
刑
事
局
・
保
護
局
な
ど
)
・
裁
判
所
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
膨
大
な
関
係
資
料
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
内
務
省
の
『
社
会
運
動
の
状
況
』
(
年
報
)
・
『
特
高
月
報
円
お
よ
び
司
法
省
の
「
思
想
月

報
』
・
吋
思
想
研
究
資
料
特
輯
?
吋
思
想
資
料
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
(
特
輯
)
』
シ
リ
ー
ズ
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
私
自
身

も
、
特
高
警
察
に
つ
い
て
は
「
特
高
警
察
体
制
史
』
(
増
補
版
一
九
八
八
年
、
せ
き
た
書
房
)
な
ど
で
概
観
し
、
『
特
高
警
察
関
係
資
料
集
成
』

(一一一

O
巻
一
九
九
一

j
九
四
年
、
不
二
出
版
)
に
主
要
な
資
料
を
収
録
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
全
般
的
な
抑
圧
敢
締
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は

上
記
の
資
料
群
に
譲
る
こ
と
と
し
、
本
資
料
集
で
は
管
見
に
入
っ
た
治
安
維
持
法
の
運
用
に
直
接
関
わ
る
も
の
や
検
挙
・
検
察
・
公
判
・
行
刑
・

保
護
観
察
な
ど
に
関
す
る
各
種
の
統
計
類
の
坂
録
に
と
ど
め
た
。
な
お
、
本
来
な
ら
治
安
維
持
法
研
究
に
不
可
欠
な
法
案
(
「
改
正
」
案
)
の
議

会
で
の
審
議
(
本
会
議
・
委
員
会
議
事
速
記
録
)
や
思
想
検
事
・
判
事
ら
の
「
思
想
実
務
家
」
の
会
問
の
記
録
な
ど
も
、
一
部
を
験
い
て
、
収
録

し
て
い
な
い
(
以
上
の
大
部
分
は
『
思
想
研
究
資
料
特
輯
』
の
各
号
に
収
録
、
ま
た
そ
れ
ら
を
抄
録
し
た
吋
現
代
史
資
料
』
必
「
治
安
維
持
法
い

(
奥
平
康
弘
編
〕
は
利
用
価
値
が
高
い
)
。

も
う
一
つ
運
用
の
全
体
的
状
況
を
み
る
の
に
治
安
維
持
法
裁
判
の
判
決
・
判
例
が
参
考
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
解
説
で
一
部
触
れ
た

も
の
の
、
全
体
的
に
は
そ
れ
ら
の
蒐
集
を
含
め
て
今
後
の
課
題
で
あ
る
(
前
掲
『
現
代
史
資
料
』
に
は
主
要
な
大
審
院
判
例
を
収
録
)
。
ま
た
、
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植
民
地
に
お
け
る
治
安
維
持
法
の
運
用
お
よ
び
「
満
洲
国
」
の
治
安
法
と
そ
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
解
明
の
入
口
と
な
る
資
料
の
提
示

に
と
ど
ま
る
し
、
箪
隊
内
に
お
け
る
治
安
維
持
法
の
適
用
に
関
す
る
資
料
は
収
録
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
治
安
維
持
法
を
適
用
さ
れ
た
被
抑

圧
取
締
側
の
資
料
も
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
課
題
を
残
し
な
が
ら
も
、
こ
の
資
料
集
と
本
解
説
が
、
治
安
維
持
法
が
な
ぜ
悪
法

で
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
悪
法
で
あ
る
の
か
を
、
今
ま
で
以
上
に
明
白
に
し
う
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
ひ
い
て
は
、

大
日
本
帝
国
の
根
幹
部
ま
で
見
透
か
す
下
」
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

*
 

治
安
維
持
法
違
反
な
ど
の
思
想
犯
罪
は
ど
の
よ
う
に
「
処
理
」
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
検
挙
・
検
察
・
公
判
・
行
刑
・
保
護
観
察
と
い
う
一
連

の
流
れ
は
、
お
お
よ
そ
次
ぺ

i
ジ
の
図
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

特
高
警
察
は
、
犯
罪
の
内
偵
捜
査
(
特
別
要
視
察
人
な
ど
と
し
て
日
常
的
に
監
視
。
犯
罪
の
立
件
に
は
ス
パ
イ
や
謀
略
も
含
む
)
と
検
挙
・
取

調
(
肉
体
的
@
精
神
的
拷
問
や
「
転
向
」
へ
の
誘
導
を
含
む
)
を
お
こ
な
い
、
地
裁
検
事
局
へ
送
致
す
る
か
訓
戒
な
ど
を
与
え
た
う
え
で
釈
放

す
る
か
の
選
択
と
な
る
。
そ
れ
以
降
は
思
想
可
法
の
領
域
で
、
検
事
局
の
思
想
検
事
は
取
調
の
う
え
、
起
訴
・
起
訴
猶
予
(
一
九
一
一
二
年
か
ら

三
六
年
ま
で
起
訴
の
「
留
保
処
分
」
を
導
入
)
・
不
起
訴
の
選
択
を
お
こ
な
う
。
起
訴
さ
れ
る
と
、
ま
ず
予
審
が
あ
り
、
予
審
判
事
に
よ
っ
て

実
質
的
な
取
識
が
お
こ
な
わ
れ
、
本
公
判
へ
進
む
場
合
と
免
訴
の
選
択
と
な
る
。
本
公
判
(
一
二
審
制
だ
が
、
新
治
安
維
持
法
下
で
は
第
二
審
の

控
訴
審
が
省
略
さ
れ
る
)
で
の
審
理
を
経
て
、
判
決
は
有
罪
(
実
刑
と
執
行
猶
予
付
)
か
無
罪
と
な
る
。
実
刑
の
有
罪
と
な
れ
ば
、
刑
務
所
に

収
容
さ
れ
る
(
行
刑
)
。
こ
の
い
ず
れ
の
段
階
で
も
「
転
向
」
へ
の
誘
導
が
な
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
が
一
九
三

0
年
代
前
半
ま
で
の
「
処
理
」
過

程
で
、
一
一
一

0
年
代
後
半
か
ら
は
思
想
犯
保
護
観
察
法
に
よ
る
「
保
護
観
察
」
の
段
階
が
こ
れ
ら
に
加
わ
り
、
四
一
年
の
新
治
安
維
持
法
に
よ
り

「
予
防
拘
禁
」
が
さ
ら
に
そ
の
先
に
加
わ
る
。
「
保
護
観
察
」
の
対
象
者
と
な
る
の
は
、
起
訴
猶
予
・
執
行
猶
予
・
満
期
釈
放
・
行
刑
中
の
仮
釈

放
の
四
つ
の
場
合
で
、
保
護
観
察
審
査
会
の
審
査
で
決
定
さ
れ
る
(
こ
れ
ら
の
「
保
護
観
察
」
を
受
け
る
者
の
多
く
の
場
合
、
特
高
警
察
に

よ
る
監
視
も
な
さ
れ
た
)
。
ま
た
「
予
防
拘
禁
」
は
満
期
釈
放
者
お
よ
び
「
保
護
観
察
」
中
の
「
非
転
向
」
と
見
な
さ
れ
た
場
合
が
対
象
と
な

はじめに

る
O 
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一
九
三

0
年
代
、
思
想
検
事
は
思
想
犯
罪
「
処
理
」
に
習
熟
す
る
と
、
「
転
向
」
政
策
な
ど
を
編
み
出
す
一
方
で
、

司
法
全
般
の
領
域
で
指
導
力
を
発
揮
し
は
じ
め
る
。
「
保
護
観
察
」
と
「
予
防
拘
禁
」
は
ど
ち
ら
も
思
想
検
事
の
権
限
拡
大
で
あ
る
。
そ
し
て
、

特
高
警
察
に
対
し
て
も
、
一
九
三
六
年
以
降
「
司
法
警
察
官
吏
訓
練
規
定
」
に
よ
っ
て
指
導
を
強
め
た
。
こ
う
し
た
思
想
検
事
を
中
心
的
担
い
手

と
す
る
思
想
司
法
の
中
枢
が
、
司
法
省
の
刑
事
局
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
治
安
維
持
法
と
そ
の
「
改
正
」
案
の
立
案
が
な
さ
れ
る
ほ
か
、
運
用
の
態

勢
や
方
針
が
決
め
ら
れ
、
新
た
な
法
解
釈
の
論
理
の
開
発
も
進
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
過
程
を
通
じ
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
思
想
犯
の

で
は
、

特

高

警

察

思

想

検

察

事日

公
判
や
行
刑
を
含
む
思
想

「
処
理
」
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

日
本
国
内
の
検
挙
者
総
数
は



九
四
五
年
五
月
末
ま
で
の
司
法
省
統
計
に
よ
れ
ば
、
六
万
八
三
三
二
人
に
上
る
。
こ
れ
は
警
察
か
ら
検
事
局
に
届
け
ら
れ
た
数
値
で
あ
る
の
で
、

実
際
に
は
警
察
限
り
の
検
挙
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
治
安
維
持
法
違
反
を
名
と
す
る
不
法
な
検
束
は
お
び
た
だ
し
い
数
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
上
記
の
人
数
は
、
最
小
限
の
検
挙
者
数
と
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
か
ら
検
事
局
に
送
検
さ
れ
た
の
は
約
一
万
七

六
O
O
入
、
送
検
率
は
二
五
%
で
あ
る
。
検
事
に
よ
る
取
調
で
起
訴
処
分
と
な
っ
た
の
は
約
六
六
O
O
入
、
検
挙
者
か
ら
み
た
起
訴
率
は
一
O
%

弱
と
な
る
。
起
訴
さ
れ
公
判
と
な
れ
ば
、
免
訴
あ
る
い
は
無
罪
と
な
る
ケ
!
ス
は
稀
と
な
る
。
本
論
で
述
べ
る
よ
う
に
、
検
挙
、
起
訴
・
不
起

訴
、
判
決
の
程
度
な
ど
の
基
準
は
、
社
会
運
動
と
の
対
抗
状
況
や
社
会
情
勢
と
の
関
係
で
次
第
に
拡
張
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
一
定
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
一
九
三
三
年
段
階
で
検
挙
:
警
察
眼
り
で
の
釈
放
と
な
る
よ
う
な
「
犯
罪
」
行
為
も
、
一
一
一
七
年
段
階
で
は
送
検
起
訴
さ
れ
執
行
猶
予

付
の
有
罪
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
四
一
年
段
階
で
は
実
刑
判
決
と
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
「
処
理
」
の
厳
罰
化
こ
そ
、
治
安
維
持
法
運

*
 

用
の
一
貫
し
た
法
別
で
あ
っ
た
。

* 
戦
前
の
司
法
省
統
計
に
は
表
れ
な
い
が
、
治
安
維
持
法
と
表
裏
一
体
を
な
し
た
特
高
警
察
官
の
拷
問
・
虐
待
に
よ
る
犠
牲
者
は
多
数
に
の
ぼ
っ

た
。
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
の
調
査
に
よ
る
と
、

特

高

の

拷

問

な

ど

に

よ

る

明

ら

か

な

虐

殺

六

九

人

(
こ
の
中
に
は
、
日
本
共
産
党
の
指
導
者
岩
田
義
道
、
小
林
多
喜
二
ら
が
い
る
。
上
田
茂
樹
は
閣
か
ら
閣
に
葬
ら
れ
た
)

拷

問

・

虐

待

な

ど

が

涼

国

で

獄

死

二

四

九

人

病

気

そ

の

他

に

よ

る

獄

死

一

五

O
二一人

(
こ
の
中
に
は
国
領
五
一
郎
、
野
呂
栄
太
郎
、
戸
坂
潤
、
三
木
清
ら
が
い
る
)

で
あ
る
。

市
)'1 
正

の
処
分
を
受
け
た
者
は
一
九
四
四
年
六
月
ま
で
で
五
一
一
一
三
七
人
で
あ
る
。
「
予
防
拘
禁
」
処
分
と
な
っ
た
者
は
四
五
年
五
月
ま
で

で
六
五
人
で
あ
る
。

「
保
護
観
察
」

はじめに

以
上
は
、
あ
く
ま
で
も
日
本
国
内
の
治
安
維
持
法
運
用
の
数
値
で
あ
る
。
同
じ
植
民
地
で
も
台
湾
で
の
治
安
維
持
法
の
発
動
は
あ
ま
り
多
く
な

か
っ
た
の
に
比
べ
、
朝
鮮
で
は
日
本
国
内
以
上
の
発
動
・
「
処
分
」
の
猛
威
が
荒
れ
狂
っ
た
。
四
三
年
六
月
ま
で
の
数
値
な
が
ら
、
朝
鮮
に
お
け

ラIラ
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る
検
挙
者
総
数
は
二
万
三
四
五
五
人
に
上
る
。
こ
れ
は
日
本
国
内
の
三
分
の
一
程
度
だ
が
、
そ
の
後
の
送
検
率
・
起
訴
率
は
は
る
か
に
高
く
、
起

訴
者
数
な
ど
の
実
数
で
は
ほ
ぼ
日
本
国
内
の
数
値
に
並
ぶ
の
で
あ
る
。
し
か
も
公
判
に
お
け
る
有
罪
の
内
容
は
、
日
本
間
内
で
は
な
か
っ
た
死
刑

判
決
を
含
む
重
い
も
の
と
な
り
、
執
行
猶
予
付
と
な
る
比
率
は
低
い
。
「
保
護
観
察
」
に
付
し
た
者
は
四
一

O
O
人
(
四
四
年
八
月
現
在
)
、
「
予

防
拘
禁
」
に
付
し
た
者
は
八
九
人
(
四
四
年
九
月
現
在
)
に
上
る
。
植
民
地
支
配
の
苛
酷
さ
は
こ
こ
に
も
確
認
し
う
る
。

「
満
洲
国
」
に
お
け
る
治
安
法
令
の
運
用
の
実
態
は
、
朝
鮮
を
も
し
の
ぐ
苛
酷
き
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
日
本
の
治
安
維
持
法
に
準
じ
た

暫
行
懲
治
叛
徒
法
の
発
動
自
体
は
少
な
い
が
、
そ
れ
は
「
反
満
抗
日
運
動
」
を
「
匪
賊
」
と
し
て
軍
事
力
・
警
察
の
武
力
で
「
処
分
」
日
殺
毅
し

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
「
匪
賊
」
の
鎮
圧
に
目
途
が
つ
い
て
公
布
施
行
さ
れ
た
「
満
洲
国
」
治
安
維
持
法
も
、
「
反
満
抗
日
運
動
」
弾
圧

の
カ
モ
フ
ラ

l
ジ
ュ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

ラr6
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一
九
二
五
年
以
後
の
治
安
体
制
は
、
ま
さ
に
治
安
維
持
法
体
制
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
担
い
手
や
機
能
と
、
抑
圧
取
締
の
根
拠
・
武
器
た

る
治
安
法
制
の
両
面
で
そ
れ
以
前
の
治
安
体
制
か
ら
の
転
回
が
あ
っ
た
。

前
者
か
ら
。
そ
れ
ま
で
内
務
省
・
特
高
警
察
の
ほ
ぼ
独
壇
場
で
あ
っ
た
社
会
運
動
の
抑
圧
取
締
の
領
域
に
、
司
法
省
・
思
想
司
法
が
大
き
く
く

い
込
む
と
と
も
に
、
軍
・
憲
兵
(
反
戦
反
軍
運
動
)
、
外
務
省
(
外
務
省
警
察
・
情
報
蒐
集
)
、
文
部
省
(
学
生
運
動
・
教
職
員
組
合
運
動
)
、
農

林
省
(
農
民
運
動
)
、
逓
信
省
(
郵
便
検
閲
・
逓
信
労
働
者
運
動
)
、
大
蔵
省
(
税
関
に
よ
る
出
版
物
の
規
制
)
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
憲
兵
と
外
務
省
警
察
は
治
安
維
持
法
を
発
動
す
る
権
限
を
も
っ
た
。
さ
ら
に
植
民
地
に
お
い
て
同
様
な
統

治
機
構
が
あ
っ
た
。
特
高
警
察
と
思
想
可
法
を
基
軸
に
、
支
配
統
治
機
構
の
各
部
分
が
治
安
機
能
の
一
角
を
分
担
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
が
総
体
と
し

て
天
皇
制
国
家
の
治
安
体
制
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
治
安
法
制
に
つ
い
て
。
「
国
体
」
変
革
と
「
私
有
財
産
制
度
」
否
認
を
目
的
と
す
る
結
社
行
為
へ
の
厳
罰
を
規
定
し
た
治
安
維
持
法
は
、

そ
れ
自
体
の
拡
張
解
釈
と
そ
の
追
認
の
「
改
正
」
で
適
用
の
範
聞
と
威
力
を
飛
躍
的
に
伸
ば
す
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
反
体
制
運

動
・
思
想
・
信
仰
を
も
重
層
的
か
つ
効
率
的
に
取
締
り
、
逼
塞
さ
せ
る
た
め
に
配
置
さ
れ
た
膨
大
な
治
安
法
制
の
総
元
締
め
・
頂
点
的
位
置
に
あ
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そ
れ
ら
の
運
用
を
保
証
し
、
懲
湿
し
た
の
で
あ
る
。
強
力
な
司
法
処
分
を
遂
行
す
る
治
安
維
持
法
を
後
景
に
控
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と

く
に
特
高
警
察
の
活
動
を
自
在
と
す
る
行
政
警
察
的
な
法
規
の
運
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
も
治
安
維
持
法
自
体
が
行
政
警
察
的
に
活
用
さ

れ
、
反
体
制
運
動
の
未
然
の
鎮
圧
が
日
常
化
し
た
。
こ
う
し
た
治
安
法
制
は
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
た
の
で
、
「
思
想
の
取
締
に
当
れ
る
人
達
が
日

常
の
事
務
上
の
便
宜
と
此
等
法
規
に
関
す
る
正
解
」
(
柴
田
義
彦
『
思
想
取
締
関
係
法
令
総
撹
』
一
九
一
一
一
二
年
)
を
得
る
た
め
に
、
何
冊
も
の
解

説
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
特
高
関
係
の
参
考
書
に
も
、
主
要
な
治
安
法
令
の
解
説
と
条
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
(
た
と
え
ば

松
華
堂
編
輯
部
編
「
治
安
警
察
教
本
』
〔
一
九
三
六
年
〕
で
は
、
治
安
警
察
法
・
治
安
維
持
法
・
行
政
執
行
法
・
出
版
法
・
新
聞
紙
法
・
不
穏
文

書
臨
時
取
締
法
な
ど
を
収
録
)
。
そ
し
て
、
治
安
維
持
法
体
制
が
究
越
の
域
に
達
し
た
段
階
で
編
纂
さ
れ
た
新
潟
県
警
察
部
特
高
課
吋
特
高
警
察

関
係
法
令
集
』
(
一
九
四
一
一
一
年
)
に
は
、
実
に
八
五
に
お
よ
ぶ
取
締
法
令
・
規
則
類
が
並
ぶ
。
治
安
維
持
法
を
筆
頭
に
、
思
想
犯
保
護
観
察
法
、

治
安
警
察
法
、
行
政
執
行
法
な
ど
と
つ
づ
く
。

最
後
に
こ
れ
ら
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
治
安
法
制
を
組
み
立
て
て
い
る
の
か
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。
一
部
に
爆
発
物
取
締
罰
則
(
一
八

八
四
年
)
の
よ
う
に
自
由
民
権
運
動
へ
の
抑
圧
取
締
に
端
源
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
治
安
警
察
法
と
行
政
執
行
法
が
い
ず
れ
ち
一
九

O
O年
に
制

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
絶
対
主
義
的
統
治
機
構
の
確
立
と
資
本
主
義
社
会
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
反
体
制
的
な
社
会
運

動
や
一
一
一
一
口
論
活
動
を
封
じ
込
め
る
た
め
に
明
治
前
半
の
治
安
法
制
と
は
異
な
る
新
た
な
治
安
立
法
群
が
生
み
出
さ
れ
た
。
出
版
法
(
一
八
九
三
年
)

と
新
聞
紙
法
(
一
九

O
九
年
)
も
同
様
な
取
締
観
に
立
つ
と
い
え
る
。
そ
れ
ら
は
結
社
・
集
会
の
届
出
主
義
や
公
安
秩
序
を
乱
す
者
の
検
束
、
出

版
物
の
発
売
頒
布
禁
止
な
ど
の
警
察
の
行
政
処
分
に
よ
る
抑
圧
取
締
を
第
一
義
と
し
て
お
り
、
初
期
社
会
主
義
運
動
や
労
働
運
動
に
対
し
て
は
有

効
に
機
能
し
た
。
し
か
し
、
一
九
二

0
年
代
に
な
る
と
、
急
激
に
勃
興
す
る
社
会
運
動
に
明
治
後
半
以
来
の
治
安
体
制
は
対
志
し
き
れ
な
く
な
っ

た
。
こ
こ
に
、
強
力
な
司
法
処
罰
が
断
行
で
き
る
治
安
維
持
法
の
成
立
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
治
安
維
持
法
の
運
用
で
す
べ
て
の

社
会
運
動
の
抑
圧
取
締
が
可
能
に
な
る
わ
け
で
な
く
、
従
前
の
治
安
警
察
法
や
行
政
執
行
法
、
出
版
法
令
な
ど
に
よ
る
行
政
処
分
は
活
用
さ
れ
つ

づ
け
、
多
く
は
一
九
四
五
年
ま
で
命
脈
を
保
っ
た
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な
治
安
維
持
法
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
社

会
運
動
取
締
の
各
状
況
に
応
じ
た
行
政
警
察
的
法
規
の
発
動
が
な
さ
れ
た
。

刑
法
と
の
関
係
で
は
そ
の
特
別
法
に
位
置
す
る
治
安
維
持
法
、
そ
し
て
思
想
犯
保
護
観
察
法
・
国
防
保
安
法
(
一
九
四
一
年
)

-
軍
機
保
護
法

ラ17
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(
一
九
三
七
年
)
な
ど
は
、
そ
の
厳
重
な
可
法
処
罰
の
威
嚇
に
よ
っ
て
、
組
織
的
な
、
あ
る
い
は
重
大
と
判
断
さ
れ
る
反
体
制
的
な
活
動
や
戦
争

遂
行
に
対
す
る
批
判
や
障
害
を
鎮
圧
・
禁
止
す
る
法
秩
序
を
構
成
し
た
。
こ
の
法
秩
序
の
題
辺
で
は
、
軽
微
と
判
断
さ
れ
る
反
体
制
的
運
動
や
戦

争
遂
行
へ
の
不
満
や
流
一
一
一
一
口
蜜
語
を
未
然
に
つ
み
と
る
た
め
に
、
よ
り
日
常
的
に
、
よ
り
便
宜
的
に
運
用
の
可
能
な
行
政
執
行
法
や
警
察
犯
処
罰
令

を
は
じ
め
と
す
る
警
察
法
令
が
活
用
さ
れ
、
も
う
一
つ
の
広
範
な
法
秩
序
を
構
成
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
二
重
の
法
秩
序
の
基
底
に
は
、
刑
法
二
九

O
八
年
摘
行
)
の
治
安
規
定
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
大
逆
罪
」
「
不
敬

罪
」
と
と
も
に
「
内
乱
罪
」
「
外
患
罪
」
「
騒
擾
罪
」
な
ど
が
あ
り
、
一
九
四
一
年
の
小
「
改
正
」
で
は
戸
女
寧
秩
序
ニ
対
ス
ル
罪
」
も
加
わ
っ

た
。
一
九
一

O
年
の
幸
徳
秋
水
ら
に
対
し
て
「
大
逆
罪
」
が
発
動
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
す
で
に
行
政
警
察
的
処
分
で
社
会
主
義
運
動
に
打
撃
を
与

え
て
い
た
も
の
の
、
警
察
法
令
で
は
そ
の
壊
滅
は
困
難
だ
っ
た
た
め
、
刑
法
第
七
三
条
に
よ
る
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
時

点
で
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
治
安
維
持
法
成
立
後
、
実
行
行
為
の
あ
っ
た
一
九
三
二
年
の
「
桜
田
門
事
件
」
を
除
き
、

「
大
逆
罪
」
は
発
動
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
一
時
は
「
大
逆
罪
」
に
期
待
さ
れ
て
い
た
治
安
機
能
が
、
治
安
維
持
法
な
ど
に
取
っ
て
代
わ
ら

れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
(
前
掲
『
特
高
警
察
関
係
法
令
集
』
所
収
の
「
刑
法
」
抄
で
も
、
第
七
四
条
の
「
不
敬
罪
」
は
あ
る
が
第
七
三
条
の
「
大

逆
罪
」
の
条
文
は
入
っ
て
い
な
い
)
。
依
然
と
し
て
「
不
敬
罪
」
の
活
用
は
あ
っ
た
も
の
の
、
総
じ
て
刑
法
の
治
安
規
定
は
そ
の
大
仰
さ
や
立
件

の
難
し
さ
も
手
伝
っ
て
休
眠
状
態
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ら
に
よ
ら
ず
と
も
、
治
安
体
制
は
そ
の
特
別
法
た
る
治
安
維
持
法
な
ど
に
よ
っ

て
十
分
以
上
に
確
保
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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一
九
三
二
年
一
月
八
日
、
上
、
海
の
朝
鮮
独
立
運
動
組
織
の
李
奉
昌
が
天
皇
の
馬
車
に
爆
弾
を
投
じ
た
事
件
。
未
遂
に
お
わ
っ
た
が
、
李
は
「
大

逆
罪
」
で
一

O
月
死
刑
と
な
っ
た
。

ま
た
、
治
安
維
持
法
は
自
ら
そ
の
運
用
の
範
囲
と
威
力
を
拡
張
す
る
こ
と
で
、
自
動
的
に
そ
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
法
」
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、

近
代
法
の
体
系
自
体
を
変
質
さ
せ
る
原
動
力
と
も
な
っ
た
。
一
一
一
一
口
論
出
版
集
会
結
社
等
臨
時
取
締
法
(
一
九
四
一
年
)
や
戦
時
刑
事
特
別
法
・
裁
判

所
構
成
法
戦
時
特
例
(
い
ず
れ
も
四
二
年
)
な
ど
は
、
国
家
総
動
員
法
と
と
も
に
治
安
維
持
法
が
治
安
や
秩
序
の
観
念
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
北
」
し

た
あ
と
に
容
易
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。



はじめに

こ
れ
ら
の
意
味
に
お
い
て
治
安
維
持
法
は
、

そ
の
制
定
以
降
、

貫
し
て
全
治
安
法
制
の
支
柱
を
成
し
、
最
強
・
最
高
の
武
器
で
も
あ
っ
た
。
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